Shinohara_WmaRsiStrategy

RSI（相対力指数）はオシレーター系のテクニカル指標で、相場の勢い（買われすぎ、売られすぎ）を一定期間中の前日比値上がり幅と値下がり幅の比率で求め、相場の相対的強さを測る。
ＲＳＩ　＝　(ｓｕｍＰ　／　（ｓｕｍＰ　－　ｓｕｍＮ）)　*100


*sumP  = 過去n回の前回比値上がり額の合計


*sumN  =過去n回の前回比値下がり額の合計  

　ＷＭＡ（加重移動平均）はトレンド系のテクニカル指標で、直近の価格に近いものほどウェイトを大きくし一定期間平均したもので、単純移動平均に比べ直近の価格に対しての反応度が高くなっている。
ＷＭＡ　＝　
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　*n = 過去n回


　*Pi = 価格（i = 0.1.2.3.…）
このオシレーター系のＲＳＩとトレンド系のＷＭＡを組み合わせて、ⅰ)逆行現象の場合、

ⅱ)トレンドが形成されている場合、ⅲ)保ち合いの場合の大きく３つ場合に分けて売買する。
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